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令和６年渇水において 

入畑ダムが効果を発揮しました 
河川課 

 

 

 

 

 

 

・ 入畑ダムでは、今冬の少雪及び少雨の影響によりダムへの流入量が低下しました。 

・ 令和６年５、６月の平均流入量は過去の平均流入量を大きく下回り、ダムの運用開始以降最少

を記録しました。 
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１．入畑ダムの概要 

２．５～６月の月平均流入量がダム運用開始以降最少を記録 

月平均流入量 

運用開始以降最小 

月平均流入量 

運用開始以降最小 

平均流入量の 

28％ 
平均流入量の 

36％ 

8



美しい県土づくりＮＥＷＳ 2024年７月号 県土整備部 

 

 

（令和６年６月24日撮影） 

 
▲入畑ダム堤体周辺 

 
▲夏油大橋周辺 

 
▲ダム湖内① 

 
▲ダム湖内② 

 

 

・ 岩手県では４月以降、少雨の傾向が続き、渇水が懸念されたことから、令和６年５月から６月

までの期間、入畑ダムから夏油川に合計約871万ｍ3の水量を補給しました。 

・ 水道用水、工業用水、かんがい用水について、利用者と調整を行いながら、最低限必要とする

流量をダムから放流することにより、渇水による各種用水への影響を低減するとともに、夏油川

の河川環境の維持に効果を発揮しました。 

 

 

３．令和６年入畑ダム渇水状況 

４．入畑ダムによる効果 
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